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安全を考えなければならないこと、甲南大学では

大学施設の半分以上が被害を受け被害総額113億円

という状況の中で災害から立ち直ってきた経過な

ど詳細な報告であった。この貴重な報告を教職員

はしっかり受け止め、「いつ起きてもおかしくない」

といわれる東海地震・東南海地震への備えとしな

ければならない。

　講演会終了後、本学の「安否確認通報システム」

の運用訓練が全教職員と全学生対象に行った。

高大教育連携を考える
第 11 回 FD フォーラム

　中部大学FD推進委員会が主催となって9月14日、「高

大教育連携を考えよう」をテーマにFDフォーラムが大

学リサーチセンター2階大会議室で開催された。

　山下興亜学長のあいさつの後、本学客員教授の

寺﨑昌男氏が「わが国の教育システムにおける高大

連携問題を考える」と題して講演を行った。その中

で寺﨑氏は「高大連携というと、つなぎ目の部分の

みがクローズアップされてしまうが、大切なのは

全体を見て教育していくこと。一貫教育ではなく、

一貫“連携”教育が必要だ」と指摘した。

　続いて、「愛知県における公立高校の努力と実践」

と題して野々部幸藏春日丘高等学校長が愛知県内

の高校現場の状況を独自の調査や自らの経験を交

えながら語った。

　休憩を挟んで、梅津敬春日丘高等学校教頭が「春

日丘高等学校が目指すもの―教育課程の編成と実施

―」と題して実情報告を行い、春日丘高校が時代の変

化に柔軟に適応しながら幅広い層の生徒に対応する

ために試行錯誤を繰り返した経緯を説明した。

　最後に竹中俊美教授（理学教室）が「中部大学にお

ける入学直後の数学・物理教育の現状」と題し、現

状の問題点などを投げかけた。

「地域の持続可能な発展のための
教育と人間安全保障」

第 1 回研究会開催

　第1回「地域の持続可能な発展のための教育と人

間安全保障」研究会が中部高等学術研究所主催で9

月27日午後3時30分からリサーチセンター 2階大

会議室で開催された。報告者は国連大学高等研究

所上席研究員の鈴木克徳氏で、「持続可能な開発の

ための教育に関する地域の拠点づくりと大学が果

たすべき役割」というタイトルで報告が行われた。

討論者は、武者小路公秀（人間安全保障研究セン

ター ORC顧問）、高野雅夫（名古屋大学大学院環境

学研究科助教授）、黒岩惠（名古屋工業大学大学院

客員教授）の各氏。

　報告では、国連大学が進めている持続可能な開

発のための教育（ESD：Education for Sustainable 
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